
　社会資本総合整備計画 事後評価書             令和06年03月26日

計画の名称 横浜市における安全・安心な都市公園づくり（防災・安全）

計画の期間   平成３０年度 ～   令和０３年度 (4年間) 重点配分対象の該当

交付対象 横浜市

計画の目標 　横浜市防災計画において、都市公園は震災時の安全な避難場所や避難路のほか、災害の延焼阻止空間、救護活動の拠点、応急仮設住宅用地等として重要な役割に位置付けられています。

身近な住環境における防災性向上のため、身近な公園について防災機能を備えた都市公園の整備を進めます。

　また、公園利用者が安全に安心して利用できる公園として、長寿命化計画に基づく都市公園の整備、身近な公園の整備を計画的に行います。

全体事業費（百万円） 合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）               5,443  Ａ               5,413  Ｂ                   0  Ｃ                  30  Ｄ                   0 効果促進事業費の割合Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）      0.55 ％

番号

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式

定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値 中間目標値 最終目標値

H30当初 H33末

   1 防災公園となる都市公園の整備により、災害時に避難可能となる人数を約22,100人増加させる。

防災公園となる都市公園の整備により避難可能な人数の増加 0人 人 22100人

避難可能増加人数（人）＝防災公園となる都市公園整備面積のうち避難場所として使用可能面積（増加面積㎡）/避難場所の一人あたりの専有面積（1㎡/人）

   2 街区公園等で実施した公園施設の改修により、公園使用者の安全性が確保された公園の割合の増

街区公園等で実施した公園施設の改修により、公園利用者の安全性が確保された公園の割合(安心・安全対策緊総合支援事業で実施したもの 0％ ％ 100％

実施公園数（園）/改修等が必要な公園数（園）

   3 公園施設長寿命化計画に基づき改築・更新した公園施設（遊具等）の割合の増

公園施設長寿命化計画に基づき改築・更新した公園施設の割合 0％ ％ 100％

公園施設長寿命化計画に基づきH30からH33末までに改築・更新した公園施設数／公園施設長寿命化計画に定められたH30からH33末までの改築・更新の対象公園

備考等 個別施設計画を含む 〇 国土強靱化を含む 〇 定住自立圏を含む － 連携中枢都市圏を含む － 流域水循環計画を含む － 地域再生計画を含む － 避難確保計画の策定 避難行動要支援者名簿の提供

1　たちばなの丘公園ほか3公園のH30以降供用部分の増による使用可能面積の増に対する総計約2.21haに対する避難人数の増2　平成30年度に社会資本整備総合交付金で対応するバリアフリー化する２公園の達成状況及び法面崩壊対策をする7公園の達成状況3　平

成30年度から平成33年度に社会資本整備総合交付金で対応する52公園に対する割合

1 案件番号： 0000563008



A 基幹事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 H30 H31 R02 R03 R04 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

都市公園・緑地等事

業 A12-001

公園 一般 横浜市 直接 横浜市 － － 都市公園事業（能見堂緑

地）

用地取得、園地整備等　0.4h

a

横浜市  ■  ■         189 －

A12-002

公園 一般 横浜市 直接 横浜市 － － 都市公園事業（小菅ケ谷

北公園）

用地取得、園路・広場整備等

　3ha

横浜市  ■  ■  ■  ■         271 －

A12-003

公園 一般 横浜市 直接 横浜市 － － 都市公園事業（たちばな

の丘公園）

用地取得、園路・広場整備等

　7ha

横浜市  ■  ■         140 －

A12-004

公園 一般 横浜市 直接 横浜市 － － 都市公園事業（陣ケ下渓

谷公園）

用地取得、園路・広場整備等

　11.7ha

横浜市  ■  ■  ■         380 －

A12-005

公園 一般 横浜市 直接 横浜市 － － 都市公園事業（瀬谷本郷

公園）

用地取得、園路・広場整備等

　1.8ha

横浜市  ■  ■  ■  ■       1,928 －

A12-006

公園 一般 横浜市 直接 横浜市 － － 都市公園事業（新羽丘陵

公園）

拡張部分の園路整備等　0.6h

a

横浜市  ■  ■  ■         170 －

1 案件番号：  0000563008



A 基幹事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 H30 H31 R02 R03 R04 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

都市公園・緑地等事

業 A12-007

公園 一般 横浜市 直接 横浜市 － － 都市公園事業（馬場花木

園）

拡張部分の園地整備等　0.5h

a

横浜市  ■  ■         290 －

A12-008

公園 一般 横浜市 直接 横浜市 － － 横浜市都市公園安全・安

心対策緊急総合支援事業

公園施設のバリアフリー化　

2公園　法面崩壊対策（豪雨

対策）7公園  

横浜市  ■  ■  ■  ■         508 策定済

A12-009

公園 一般 横浜市 直接 横浜市 － － 横浜市公園施設長寿命化

対策支援事業

公園施設（照明施設32公園・

高圧受変電施設7公園・ナイ

ター照明施設7公園・その他

施設6公園）の改修　計52公

園

横浜市  ■  ■  ■  ■       1,070 策定済

 小計       4,946

市街地整備事業

A13-010

都市防災 一般 横浜市 直接 横浜市 － － 地区公共施設整備［横浜

市戸塚区名瀬・上矢部地

区（羽根沢公園）］

用地取得、園地整備等　3.1h

a

横浜市  ■         367 2.94 －

「都市防災事業計画」添付　、令和2年度より「横浜市子ども安全まちづくり計画（防災・安全）その２」へ移行

 小計         367

2 案件番号：  0000563008



A 基幹事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 H30 H31 R02 R03 R04 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

都市公園・緑地等事

業 A12-011

公園 一般 横浜市 直接 横浜市 － － 都市公園事業（本牧市民

公園）

園路整備 横浜市  ■         100 －

 小計         100

合計       5,413

3 案件番号：  0000563008



C 効果促進事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 H30 H31 R02 R03 R04 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

都市公園・緑地等事

業 C12-001

公園 一般 横浜市 直接 横浜市 － － 都市公園事業（ナラ枯れ

対策等）

ナラ枯れ対策等のための伐採

工事等

横浜市  ■          30 －

ナラ枯れ対策等を講ずることにより、公園利用者が安全に安心して利用できる。

 小計          30

合計          30

1 案件番号：  0000563008



事　後　評　価

○事後評価の実施体制、実施時期
事後評価の実施時期

公表の方法

○事業効果の発現状況

定量的指標に関連する
交付対象事業の効果の発現状況

定量的指標以外の交付対象事業の
効果の発現状況（必要に応じて記述）

○特記事項（今後の方針等）

評価の透明性、客観性、公正さを確保するため、学識経験者を入れた評価を行いまし
た。

事後評価の実施体制

0000563008案件番号：

令和５年度

横浜市ホームページ                                                      
                                                                        
                                

公園の整備により避難可能面積が増加しました。また、市民が安心して利用できるよう長寿命化計画に基づく施設の更新やバリ
アフリー対応など進めました。                                                                                    
                                                                                                                
                                                                                

ナラ枯れ対応など、これまでになかった樹木の安全への対応を行ったほか、今後の公園の新設や施設改良・再整備においてのよ
り安全・安心な視点で整備方針を検討するようになりました。                                                        
                                                                                                                
                                                                                                                

市民の安全・安心な公園利用を進めるため、長寿命化計画に基づき、国庫補助金も活用しながら、整備を進めていきます。
・有識者意見
　目標に対する進捗率は低いものの各施設の調査に基づいて優先的に実施するなど、選択と集中による効率的な執行をしたと判断できる。
　引き続き、防災に関する観点での各年に実施する調査や長寿命化計画等をもとに、優先度をつけて実施すべき工事や計画的な執行により安全・安心な公園利用の促
進が望まれる。
　なお、公園施設の更新等の機会を捉え、各公園に応じたデザイン性や景観性も考慮した整備を行うことで、公園の価値をより高めるとともに市民の多様なニーズに
も応えられると考えられる。



○目標値の達成状況

番号
指標（略称）
目標値／実績値 目標値と実績値に差が出た要因

 1

最　終
目標値
22100人

現場状況に合わせた施工により想定よりも整備面積が減となりましたが、概ねの目標値は達成できました。

最　終
20836人

実績値

 2

最　終
目標値
100％

バリアフリー対策工事は予定通り２公園実施しました。また、法面崩落対策は、７箇所を想定していましたが、調査等を踏まえ対策が必要と

判断された２箇所を実施しました。今後も必要なバリアフリー化を進めるとともに、現場の状況を踏まえた防災対策工事を進めます。

最　終
44％

実績値

 3

最　終
目標値
100％

遊具更新等長寿命化のための再整備事業は当初予定通り６か所を実施しました。設備工事は、長寿命化計画に基づき、当初46箇所の想定のと

ころ、設備の状況を確認の上、優先的に７箇所を実施しました。引き続き、設備の状況を調査しながら優先順位をつけて更新を進めます。

最　終
25％

実績値

1 案件番号：0000563008


